
「大阪市教育振興基本計画」（改訂素案）に係るパブリック・コメント手続の実施結果について

1　意見募集の方法

（1）意見募集期間

平成24年12月5日（水）から平成25年1月4日（金）まで

（“2）意見の提出方法

郵送、ファクシミリこ　電子メール、持参

2　意見提出件数

受付通数　　278通

意見件数　　708件

3　受付逆数の内訳

（1）属性による分類

【受付方法別】

郵 送 フ ァ ク シ ミ リ 電 子 メ ー ル 一．持 参

1 1 0 7 7 8 3 8

【男女別】

男 性 女 性 不 明

1 0 6 ．1 2 7 4 5

【年齢別】

2 0 歳 未 満 2 0 歳 代 3 0 歳 代 4 0 歳 代 5 0 歳 代 6 0 歳 代 7 0 歳 以 上 不 明

0 1 8 3 3 6 2 6 8 3 7 5 5 5

【居住地等別】

大 阪 市 内 大 阪 市 外 不 明

15 3 7 7 4 8

／



（2）意見内容による分類

意 見
圭 分 類 主 な 意 見 の 旨 ÷ ′　　　′

意 見 総 数 1 7 08

ｌｎ一示　　　　　 ｌ又
政 治 が 教 育 に 介 入 して 教 育 の 目標 や 内 容 を 上 か ら押 し付 け るの で は な く、教 育

現 場 を は じめ さまざまな 意 見 を聴 い て計 画 を作 成 す べ きだ 。

教 育 に 競 争 原 理 を持 ち 込 まず 、学 校 園 が 自 主 的 に取 り組 めるようにす べ きだ 。

子 どもを主 体 とした 計 画 にす べ きだ 。

教 育 は 長 期 の 視 点 で 考 え るべ きであ り、計 画 をわ ず か 2 年 で 改 訂 し、改 革 を性

急 に推 進 す べ きで は な い 。

公 教 育 の 範 囲 と、保 護 者 ・地 域 住 民 の 義 務 を 明 示 し、公 教 育 の範 囲 を超 えた 行
為 や 要 求 に対 して ＼受 益 者 負 担 な どの 個 別 対 応 をす べ きだ 。 ．… ‥

この 改 訂 素 案 は 、憲 法 と教 育 基 本 法 の観 点 が 配 慮 され て い ない 。

この 改 訂 素 案 を撤 回 す べ きだ 。　　　 二：：：：：

これ まで に な い 考 え 方 、踏 み 込 ん だ 内 容 の 提 案 が 多 くされ てい ることを評 価 す

る（
【√文 章 の 表 記 匡 関 ぉ る毛の 】薄終結舘岩篤芋薄暮塞哉誉磐草 結露 撞揉 露 祷援 欝 、恕 蛮 漁 法 韻 墓 、 葦 彗3

カタカ ナ や 難 解 な 用 語 が 多 い の で 、平 易 な 日本 語 で 表 現 した り、解 説 を付 した

りす べ きだ 。

士、1・－　　　 、、、 琉衰滅義盛藩恵盃嘉麗豪滋養滋績混泌逮麗麗磁流麗豪速嘉豪盛■滋．盃．毒蓋蓋誓、／ノ　薄毎号
貞　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　 裏鱒澤醐藩無　憂薮恕囁雛糟苛 鱒肇騨箪縦猫濯磁場礫辟敬操縦貼瓶餓鵜轟蟻轍辟職雛

パ ブ リック・コメン ト手 続 の 方 法 に対 す る意 見

計 画 の 策 定 手 続 に 関 す る意 見

′蛋：√・笈鳥だや沌葉■：、、成績鋸霊執無様轍悪球凄薄雛車齢藻揖濯盗 ／‘′、夏毛■≡宅彗≡ノ雷モ、ノ璧篭壷芸さ、．叛毒≦羞。；′芸！■喜～重曹く、雲監毒、岩だ蓋冨己′、　…蓋、慧く雷ミ1芝、′慧莞諦・墓毒筆筑薫裏芸警、毒巌茎葉妻喜液葦嚢葦′ノ・可，オ　≧芳ノ責萱 、√、事芸、茎焉ｔ川 鮭ポ鐸葦徳凍翠畢鮮汝欒病窯澤漂増徴東宮斜線誌服幣告
市 長 の 姿 勢 に対 す る意 見

教 育 委 員 の 準 公 選 制 を導 入 す べ きだ 。

築 ヨ編 衷表 阪 市 の 教 育 改 革 感 姑 無 潅 酔 顔 塙 蕪 堵 穣 韓 轢 辞 輩 無 怒 磐 無 鱒 轢 軒 藻 対　　　　　　　　　　欝璧攣澤 轄媚鮭欒

毒重き≠±　虫王墓芸　　　　 1ｉ　　　　 ′持藁葺衰蓋、、藻漁彊総譜寝巻敷．禦芋窪ヂ塁‘≦悪童要き、′誓霊 栗城恕班裏紙葉柄譲獲耗鮭謙譲雄露翫彊無塵怒 、…箋蓋≡告・蓋
数百ｍ望仲仕取引ヨ丑駈閏騒華箪翔磯村開漱糧雄渾笹薮顆塀端渾執渾薄 く、案．．窪彗皇室一専撲沖隼蕪整啓一環雷控鴬薄紫班幣場草葦崇八雲書墓操墓芳書‘1肇要≡票三書

強豪第 意 聾 雅 ま 璽の 教 書 行 政 童葦き　〉莞墓室撃≡聾…′
箋′薫室室萱藻≦；

整 鮮 報 粋 狂 雄
くヽ

霧猿壷靂績音壷‘’甑 諦 混 担 璃 揮 搬 緋 献 難
教 育 は 長 期 の 視 点 で 考 え るべ きで あ り、計 画 をわ ず か 2 年 で 改 訂 し、改 革 を性

急 に 推 進 す べ きで は な い 。

全 国 学 力 ・学 習 状 況 調 査 の 結 果 は 、子 ども 、学 校 、家 庭 、地 域 の 実 態 を 丁 寧 に ■■… ■

分 析 す べ きだ 。　　　　　　　 … ．．．

教 育 研 究 会 が 、教 材 研 究 な どで 多 大 な 貢 献 をして お り、これ を重 視 す べ きだ 。 … …

府 市 統 合 は 市 民 の 理 解 も進 ん で お らず 、そ れ を前 提 とした 計 画 の 策 定 は お か し

い 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 … ．‥
校 長 を 中 心 とした マ ネ ジメン トとは どの ような マ ネ ジ メン トか に つ い て説 明 不 足

だ 〈
√＼′、、　　　　　　　　　　　　 、ヽ　　　　 、書芸惑≧告夏雲壷藁く藁露研き、墓．宅慧喜害ぎ…蕪露董藍遷　　 、‘■≡′、宅．▼ 憲嘉＝、案・；ノぎ一昔掛掛撒拉旗鱒鮮魚濯、寧■嚢恕据控封翼笹津錆‘㌫甚封じ詣頴

蓋宴彗　　　　　　　　　 Ｊｓ　　 、室萱墓、変事ミノ汝薫′震く、譜轟簾、裏襟琵薄墨筑琵薫烹笹睾終較宰撞…萎彗義、、宅識墨芳志・魯㍑岩雄悪撃砕悪諸薮甑鮮溌粁臓鞋
教 育 は 長 期 の 視 点 で 考 えるべ きで あ り、計 画 を わ ず か 2 年 で 改 訂 し、改 革 を性

急 に推 進 す べ きで は な い 。　　　　　　　　　　 … …

政 治 が 教 育 に 介 入 して教 育 の 目標 や 内 容 を 上 か ら押 し付 けるの で は な く、教 育

現 場 をは じめ さまざ まな意 見 を聴 い て 計 画 を 作 成 す べ きだ 。

府 市 統 合 は 市 民 の 理 解 も進 ん で お らず 、そ れ を 前 提 とした 計 画 の 策 定 は お か し

真 に 必 要 な 部 分 を 改 訂 す べ きだ 。

教 育 は 長 期 の 視 点 で 考 え るべ きで あ り、計 画 をわ ず か 2 年 で 改 訂 し、改 革 を性

急 に推 進 す べ きで は な い 。教 育 に競 争 原 理 を持 ち込 む べ きで は な い 。

、′ｔ、ノ　｛■■　　　　　　　　　　 、　　 琉璧辟無謀薫黒胃散ぷ羅鮮笹串残拝㌍無頼 　　　　 二言、く 、′、（1く′
刀重器燕接葦準繋欝草 ′′与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く′

カタカ ナ や 難 解 な 用 語 が 多 い の で 、平 易 な 日本 語 で 表 現 した り、解 説 を付 した

りす べ きだ 。他 に 、パ ブ リック・コメント手 続 の 方 法 に 対 す る意 見 もあ り。

第 2 章 教 育 改 革 の 推 進 ＼′欝

…′第 1 、基 本 的 な 目標 墓　　　　　　　　 ノ∧′、 ノ、く　 “1、　　　　　　　 ′、16

子 ども に規 範 や 愛 国 心 な どを押 し付 けるの で は な く、子 どもを 主 体 とした 計 画 に

す べ きだ 。

教 育 に 競 争 原 理 を持 ち 込 まず 、学 校 固 が 自 主 的 に 取 り組 め るようにす べ きだ 。

「め ざす べ き 目標 像 」や 「基 本 とな る考 え方 」に 、社 会 教 育 や 家 庭 教 育 に つ い て … …

盛 り込 む べ きだ 。

基 本 的 な 目標 は 教 育 の 理 念 を 具 体 的 に記 述 す べ きだ 。

子 どもの 権 利 条 約 の 理 念 を尊 重 し、そ れ を踏 まえ た 教 育 改 革 を進 め るべ きだ 。 ■■■…

政 治 が 教 育 に介 入 して 教 育 の 目標 や 内 容 を上 か ら押 し付 けるの で は な く、教 育
現 場 を は じめ さま ざまな 意 見 を聴 い て 計 画 を 作 成 す べ きだ 。

Ｊ



（2）意見内容による分類

‾三舎 ≡・

室；第 2 書改革 の 方 向 性 章 姜用
改 革 の 内容 が 子 どもの発 達 段 階 に応 じたもの になってい ない。
改 革 の方 向 性 は 素 晴 らしいが、学校 等 は生活 指 導 や 保護 者 対 応 に追 わ れて効

果 的 に進 め られ ないの が現状 だ。　 ，

カタカナ や 難 解 な用 語 が多 いので 、平 易 な 日本 語 で表 現 したり、解 説 を付 した
．… … … ‥空文 ゴ きだｑ．… … … … … … … ‥一… … ．．．… … … ．… … ニ … … ∴ … 「・・… … … ‥－　学校 教 育 の 質 の 向上 を第 一 に取 り組 む べ きだ 。　現 在 の教 育 委 員 会 と学 校 園の 関係 に問題 があるのか 疑 問だ 。　この ような教 育 改 革 では 、教職 員 のモチ ベ ー ションは 向 上しない。　政 治 が教 育 に介 入 して教 育の 目標 や 内容 を上 か ら押 し付 けるので はなく、教 育

… ∵ … 現 場 動 じ竣 某ざ芸な意 見を聴 打て武 重 を作 成 文 公 私 … ・・・… … … ‥∴∴ ‥　内容 が学 力 偏 重 、・心 の豊 かさを育てる教 育 を重 視 す べ きだ。

．計 画 を貫 く理 念 がない。 －　　 ・

　学校 だ けでなく1 教 育委 員 会も、市 民や 学 校 関係 者 か ら評 価 され るシステムを

構 築 す べ きだ。
羞輩塵±‘∴■垂　　　　　　　　 －’．き　　　　　 ■’■■＝：癒葦重富妻…薫妻窯≡露≡書芸塁喜宗羞喜墨…責苦罪蛮売妻妻墨壷喜葉書重要蚕矩撞萎琴薫彗毒罠室・重量コ●－＝■：・コ1■＝ノＪ損■’＝1＝■【

三上一つ・・　　　　 ‥＿ロ＝．≡三・＝．㍉ｒ‘　　　　　　　　　 妻壷＝一貫空烹≡、三・三ｕ．亡：三≒、ｔ端 ：・ｒし≦・万蓄：三重燕警葉彗葺き雲≡警賞至÷悪喜彗墓署操：≡ミき芸慧…塁嬬至∴ン・こ・ン抑＝▼・　玉■‾土ミご：※ 全 般に 関わ るもの 9
教 育 環境 の整 備 に予算 や 要 員 をもっと投 じるべ きだ。＿二

・教 職 員 を増 や す べ きだ。
教 育 現 場 はす で にさまざまな取組 を行 ってお り、新 たな取組 はスクラップ ・アン
ド・ビル ドで行 うべ きだ。

どこの学 校 園 でも同じ水 準 の教育 を受 けることがで きるよう、教 育 環 境 を整 備 し
て ほしい。

睾莞窪－＝岩音圭喜霊だ■■・澤書喜鮒＝’■’＝拓■泄章電喜璽墓室塁 欝謀 豪華 墓 重警≡悪 賢
＝と，：・・．べ＝・・‾茎葉夏．

○ 幼児 期 か ら義 務 教 育修 了までに、基 本 的 な道 徳 心 ・規 範意 識 を培 います 13
幼 児 期 に は、規 範 意識 を押 し付 けるので はなく、子 どもが 善悪 を 自ら考 え■、他 人
との関 わ り方 を学 ぶよう指 導す べ きだ。　　 ’ ・ －・・▲－－■
基 本 的な生 活 習 慣 や 道徳 心 ・規範 意 識 の育 成 は 、家庭 教 育 の役 割 であり、家

　　 庭 の教 育 力 を高 め る施 策 が重 要だ。
… … …・… 手 筋 ゐ権 利 蕗 ヂ 薮支る三萄 嘩 重 訂 ・・… … … ・… … ‥… … … … ‥∴ … ‥

学校 で 子 どもに規範 意 識 をしっか りと教 えて ほしい。
○新 たな幼 児 教 育力リキ ュラムを編 成 ・実 施 します 14

就 学前 教 育 は重 要 であり、幼 稚 園 ・保 育 所 ・小 学 校 が連 携 して、子 どもの力 をバ
ランス良く育 むため のカリキュラムを作る必 要 がある。
幼児 教 育 カリキュラムを編 成しても、幼 稚 園 は民 営 化 す るから、実 施 できないの

ではないか 。
幼 児 期 には、規 範 意識 を押 し付 けるので はなく、子 どもが善悪 を 自ら考 え、他 人
との 関わ り方 を学 ぶ よう指 導す べ きだ。

幼 児 教 育 カリキュラムの実施 には市 立幼 稚 園 ・保 育 所 の存 在 が不 可欠 だ 。
私 立 幼 稚 園 ・保 育所 の教 育 内容 を向上 す る必 要 がある。
基 本 的 な生 活 習慣 や 道 徳 心 ・規範 意 識 の育成 は 、家 庭 教育 の役 割 で あり、家 ・
庭 の教 育 力 を高 める施 策 が重 要 だ。

0 1ＣＴを活 用 して協 働 学 習 や 個 別学 習などの 充 実 をめ ざす 「大 阪市 スタンダー ド
22モデル 」を策 定 します

ＩＣＴを導入 すると、漢 字 を覚 えなくなった り、思 考 力 ・判 断 力 が育 たなくなったり

す るな どのデメリットもあるので、慎 重 にす べ きだ。
ＩＣＴの導入 よりも、教員 を増 や した り（施 設 設備 を充 実 したりす るなどに予算 を投

じるべ きだ。
ＩＣＴの導 入 には 、教 員 の指 導 力 の 向上 や サポー トの 充 実などが不 可欠 だ。

ＩＣＴの導 入 には継 続 的 な予算 の確 保 が必 要 だ。
カタカナ や難 解 な用 語 が 多い ので、．平 易 な 日本 語 で表 現 したり、解 説 を付 した

りす べ きだ。
○ カリキ ュラム のイノベー ションにつなが る研 究 を進 めます （全 般 に 関わ るもの） 2

モ デル 校 で の取組 は 、各 教 育研 究 会 と連携 して 取 り組 むべ きだ。・
改訂 素 案 の 「目指 すべ き 目標 」と、「カリキュラムのイノベ ーション」の取組 の 間 に
は、論 理 的 な整 合 性 がない。

ｌ

ｌ Ｊ

▼
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■　　　● （2）意見内容による分類

・－．コ土王－
＝；‡杜＝▼圭・，＝・・．こ1・・＝・・　＝二＝：・頼毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝、・・・＝　　　‾■墓芸＝≡量・喜≡幕 昇

≡伴 野
0 1 年 間を通 じた習熟 度 別 授 業 のモデ ル実 施 1 1

習 熟度 別 授 業 より少 人 数 授 業 を実施 す べ きだ。
習 熟度 別 授 業 は 、子 どもの 自尊感 情 を傷 つ け、学 び 合 い が育 たなくなるので実

施 す べきでない 占・ｒ
習 熟度 別 授 業 の拡 充 には充 分 な教 員数 の確 保 が 必要 だ。
習 熟度 別 授 業 に賛 成 だ。

※ 少 人 数学 級 に関わ るもの 2 3
少 人数 学 級 を実施 す るとともに、教 職 員を増 や す などの 体 制整 備 が必 要 だ。

○ 小 学校 1 年 生か ら6 年 間 を見 通 した理 科 教 育 の充 実 4
理 科 教 育 の充 実 を図 るに は、専 任 教 員 を配 置 するべ きだ 。 ・

理 科 教 育 の充 実 に は入試 制 度 の改 革 が必 要だ 。
′Ｊ、学 校 1年 生か らの理 科 教 育 は推 進 す べきだ。

○教 科 担 任 制 の 導入 ・ 4
小 学 校 での教 科 担 任 制 の導 入 には 、教 員数 を増 や す ことが前 提 だ。
小 学 校 での教 科 担 任 制 につい て、授 業 内容 の 充 実 のた め に推 進 す べきだ。

小 学 校 で は学級 担 任 が子 どもを見 守るべ きで 、教 科担 任 制 の 導 入 には反 対
ガ ＿

○ 夏休 み の 短 縮 、土 曜 授 業 の 実 施 など 28
土 曜 授 業 は 、子 どもや 教 員が身 体 を休 める機 会 を減 らす ので反 対 だ。
土 曜 授 業や 夏休 み の 短縮 は 、体験 学 習 や 家庭 の触 れ合 い の機 会 を減 らす の
で反 対 だ。
土 曜授 業 は、体 験 学 習 や 家 庭 の触 れ 合 いの機 会 や 、子 どもや 教 員 が身 体 を休
める機 会 を減 らす の で反 対 だ。
土 曜授 業 は、体 験 学 習 や 家 庭 の触 れ 合 いの機 会 を減 らす の で反 対 だ。
授 業 時 数 の確 保 には 」土 曜 授 業 よりも夏休 み の短 縮 で対 応 す べ きだ。
夏 休 み の短 縮 は 、体 験 学 習 や 家庭 の触 れ合 い の機 会 を減 らす ので反 対 だ。

土 曜 授 業や 夏休 み の短 縮 により授 業 時数 を増 や しても、子 どもは さまざまな課

題 を抱 えているので 、学 力 向上 には効果 は薄 い。・
土 曜 授 業 や 夏休 み の短 縮 は 、子 どもや 教 員 が身 体 を休 める機 会 を減 らす ので

反 対 だ。
土曜 授 業 や 夏休 み の短 縮 は、部 活 動 に影 響 を与 えるので反 対 だ。

一土曜 授 業 に反 対 だ。・・

土曜 授 業 は 学力 向 上 のた め に実施 す べ きだ。
○通 知 表 改 革 ：学 び の 評 価 を客 観 的なもの にします 8

通 知 表 は 、子 どもの学 習 意 欲 を高 め 、保 護 者 が理 解 しや す いように改 善 すべ き
ゾ
通 知 表 は 、テストの 点数 だ けで評 価 す るので はなく、多様 な観 点 か ら評 価 す べ

ゾ
高校 入 試 で はＪ各 校 の特 色 ある取 組 を勘 案 して合 否 を決 め るべ きだ。
高校 入 試 で は、定期 テストや 内 申書 で合否 を決 めるべきだ。
高 校 入試 で は、到 達 度 テストの導 入 に反 対 だ。

○健 全な食 生 活 の確 立 に向 けて食 育 を進 めます 19
中学校 給食 は、デ リバ リー 方 式 で はなく、親 子方 式 か 自校 調 理 方式 で実施 す べ

ジー
中学校 給 食 は、弁 当持 参 を認 める選 択制 が望 ましい。
中学校 給 食 は、食 事 の 内容 を向上 す べ きだ。
中学校 給 食 は全校 実 施 す べ きだ。

中学校 給食 の導 入 は 、区 ごとにバ ラバ ラというの は 区民任 せ だ。
中学 校 給食 や Ⅰ学 校 教 育 ＩＣＴ活 用 事業 にお ける業者 決 定 のプ ロセスを明確 にす
べ きだ 。

※全 般 に関わ るもの ・ 9
グローバル 化 改革 で は 、多 文 化 共 生 などの国 際理 解 教 育 を重 視 す べ きだ。
グローバ ル化 改革 よりも自然 体 験 を重 視 すべ きだ。
単 なるグローバ ル 人 材 で は なく、グローバ ル リーダー の育 成 が必 要 だ。

モデ ル校 で の取 組 は公 平 に学 校 を選 定す べ きだ 。

∫



（2）意見内容による分類

・≡・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝さ垂ｉヒ・　　　 也茎童
■据　　 責苦な最 長 の要 撃 ‾‘：菅　 こ■三’‾　　　　 撃 彗 帯 穿

○英 語 イノベーション ：小 学 校 1年 生 か ら大 阪独 自の英 語 教 育 に取 り組 み ます　　　 63
小 学校 か らの英 語 教育 は 、国語 等 の基礎 的学 力 を身 に付 けた上 で実 施 す べき

… … … … だ 。　　　 ‾　 … …
ネイティブ ・スピーカー の増 員 や 教 員 の指 導力 の 向上 が必 要 だ。 ．‥．．．

小 学 校 か らの英語 教 育 は 、教 育 内容 や 指 導方 法 を十 分 に研 究 す べ きだ。
小 学 校 か らの英語 教 育 は 必要 ない。

モ デル 校 だけで実施 せ ず 、速 や か に全校 実施 す べきだ。
小 学 校 か らの英 語 教 育 の 目標 は 、学習 指 導 要領 に適 合 せ ず 、また現 実 的 内容
で はないので設 定 すべ きで はな い。

英 語 教 育 は幼稚 園 から実 施 す べ きだ云 ． ．… ‥

子 どもの国際 交 流を促 進 す べ きだ。
小 学 校 からの英 語 教育 に賛 成 だ。
小 学校 からの英 語教 育 は 、家 庭 の 経 済力 に影 響 され ないように推 進 してほし

い。　 ．　 ・‾　　　　　　　　　　 … …
■小 学校 か らの英語 教 育 を実施 しても、大人 になって 日常 的 に使 わない の で身 に
つ かない。
小 学校 の外 国 語活 動 の充 実 にまず 取 り組 む べきだ。
大 学 入 試 制度 を改 革 す べ きだ。

笥 謂 言 欝 習 や 個 別 学 習 などの 充実 をめざす 「大 阪 市 スタンダ‾ ド 1

ＩＣＴ学 習 によりグローバ ル 人 材 を育 成 する根 拠 を示 せ 。カタカナ や難 解 な用 語
が多 いので、平 易な 日本 語 で 表 現 したり、解 説 を付 したりすべ きだ。

ヨミ′■）‾Ｊ’‾誓㌍義一．・璽・享▲　ミミ彗蔓宗芸きき＝
※ 全般 に関わ るもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5

どこの学 校 園でも同じ水 準 の教 育 を受 けることができるよう、教 育 環 境 を整 備 し

　 てほ しい。

… … … … 教 剋 朝 原 理 萱潜 主込 まデ さ・掌 校 周が 且主 拡拡 馳 綽 ゑ去去 痘ま ゴ きだ 9… ・・… ．・

　学 校 現 場 の経 験 のない民 間人 を登 用 す る校 長公 募 に反 対 だ。教 員 の 主体 的 な
研 究 活 動を支 援 するのな らば 、教 研 集 会 の会 場 に市 立 学校 を使 わせ なか った
り、教 育研 究 会 の活 動 を勤務 時 間 外 にしなけれ ばならないの はお か しい 。

○慧 雲 ㌢‾ダ‾ シップを発 揮 して活 気 の ある学 校 づくりを進 めます （全 般 に関 わ　 －5

校 長 のリー ダーシップの発 揮 には 、校 長 の資 質 向上 や 意 識 改 革 が必 須 だ 。
・ 校 長 の権 限拡 大 は、教職 員 の主 体 的な教 育 実践 を阻害 す るので 、必 要 ない。 ‥… ．　教 育 に競争 原理 を持 ち込 まず 、学 校 園 が 自主 的 に取 り組 めるようにす べ きだ。

校長 の権 限拡 大を推 進 す べ きだ。
○校 長 経 営戦 略 予算 の算 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5

教 育 に競争 原理 を持 ち込 まず 、学 校 園 が 自主的 に取 り組 めるようにす べ きだ。
校 長 経 営 戦 略予 算 は、使 途 を限 定 しす ぎず 、弾力 的 に運 用 できるようにしてほ

・… … ・∴ ・Ｊ一皿 ・… … ・… ・・・こ… … … … ‥・・… … … ・・… … ・… ・・・・… … … … … ・∴：… … … … ・・… ‥　校 長 経 営 戦略 予算 の 「戦 略 」の文 字 に違 和感 を感 じる。　がん ばる教員 個 人 の主 体 的 な研 究 を支援 す るよりも、学 校 ごとの 特 色 ある取組 ‥■…

を支援 すべ きだ。
○校 長 の意 見を尊 重 した人 事 、公 募 制 ■ＦＡ制 の 実施　　　　　　　　　　　　　　　 3

教 育 に競 争原 理 を持 ち込 まず 、学 校 固が 自主 的 に取 り組 めるようにす べ きだ。

公 募 制 は 、教 育 に精 通 していない 人 材 が教員 になる可能 性 があるので反 対だ。

公 募 制や ＦＡ制 の拡 充 と、より利 用 しや す い制 度 へ の改 善 を図 るべ きだ 。
讐 諾 欝 甲心とした学 校 の 組 織 マネ ジメント体 制の 改革 を進 め ます （全 般 に関 ・ 3

校 長 補 佐 体制 の充 実 により、管 理 職 の負 担軽 減 を図 るべきだ。
．校 長 の橡 限甚 大 基地 ∴教 職 員 軍資 質 向 上や 学校 運 営 の体 制 整 備 が必 要だｅ．‥ ‥… ．

一 定期 間、優 れ た評 価 が 付 いた 教 員 はより高い職 位 に進 む 「キ ャリアパ ス制 度 」
を導 入 してはどうか。

○小 中学 校 にお ける校 長 の 公 募　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16
学校 現 場 の経験 のない民 間 人 を登 用 す る校 長 公募 に反 対だ 。

＼●

占



（2）意見内容による分類

‾＝：‾≦・■・■：　章毒≡全量蓋・さ塾憲一重き妻滞重曹掠≧　　字書・血・－≡こ・上・・一・雲・・‘・■・：予Ｘ－＝＝1・＝・≡こ甑き持弓二重芸】；・皇．・・芹・こ査～＝＝■・　　　　　　　　　　　　　　　　て－，－、＿．，、＿．，＿．．－．ヾ－、｝、．ヰ．．　 ’■：‥・‾う■－＝‾‘、Ｌ＝’■　　　≡・・＝ミ℃・∴　　　　　　’・≡■‾・∃＝■■＝■＝主忘＝ｔ▼’・’‾¢・＝‾‥

≡件 数 三
■こ奄喜・‾薫㌍蔀窪・ご■；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、＝・1ノー ・・・1・・＝等、、こ＝蒜≡帯売主

●岩室壱∴‾半・ノ＝　　　 窒至・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一丁ｒ・で」；　　　　 ＝コ．．．．．。■＝．：

○ 校 長 補 佐 体 制の 充 実 4
校 長 補 佐 体制 の充 実 により、管理 職 の負 担 軽 減 を図 るべきだ。
教頭 の負 担 軽減 には、授 業 アンケー トなどの事 務 を減 らす とともに、副校 長 で は
なく教 頭 や 副教 頭 を設置 す べきだ占
副校 長 を全校 に配 置 し、教 職員 の勤 怠管 理 を徹 底 す るとともに、一 部 の教 職 員
の意 向で学 校運 営 が行 わ れ ない ようにして ほしい 。

○ 教 員 の 勤 務条 件 ・給 与 制 度 2 3
教員 を競 争 させ 管理 す ることは、教 員 の意 欲 を失 わせ るので 「教 職 員 の評 価 育
成 システム」や 「授 業評 価 アンケー ト」などに反 対 だ 。
給 与 制 度 で 教員 を琴 争 させ 管 理 す ることは、教 員 の意 欲 を失 わ せ るので反 対

ジー
教 員の 質 向上 のため 、給 与 等の 労働 条 件 を良くす るべ きだ。
教 員 を競争 させ たり、処 分 で脅 した りせ ず 、が ん ばる教職 員 を支 援 してほしい 。

○教 員 人事 3
学 校 や 教 職 員を監 察す る指 導 主 事 を設 置 し、学 校 ・地 域 の状 況 や 教員 の指 導
力 を把 握 し、指 導 助 言を行 うべ きだ。

‾校 長 の意 見 を尊重 した人 事 異 動 の仕 組 み を作 るべ きだ 。

適 材 適 所 の人事 異 動 を行 うべ きだ。
○ 特 別 免 許状 制 度 7

特 別 免 許 状 制度 利 用 は 、教 員の質 の低 下 につ なが るため 、反 対だ 。
教 員 採 用 選 考 の特 例措 置 や 特 別 免 許 状制 度 の活 用 に賛 成 だ。

○ 教 員が 互 い に切 磋 琢 磨 し、優 れ た教 育 実 践 を創 る仕 組 み をつ くります 1
「がん ば る教員 」個 人 へ のさらなる支 援 が必 要 だ。

※全 般 に関 わ るもの ‾ 1 ・
学 校 だ けで なく、教 育委 員 会 も、市 民や 学 校 関係 者 か ら評価 され るシステムを ‘
構 築 す べ きだ。

○学 校 協 議 会 による開 か れた 学 校 運 営 15
Ｊｉ 学 校 運 営 に保 護 者 ・地 域 住 民 などだ けでなく、′教 職 員 や 子 どもが参 画 す る仕 組

み を作 るべ きだ。
全 国調 査 の 学校 別 結 果 の公 表 など、教 育 に競 争 原 理 を持 ち込 む ような情報 公
開 はす べ きでない 。

1÷． 学 校 固 のホ← ムペ ージを改 善 す るなど、学 校 園 の情 報 を積 極 的 に公 開す る仕
組 みを整 えるべ きだ 。
開か れ た学 校 運 営 に当たって は、，⊥ 部 の声 だ けが 取 り上 げ られない ような仕 組

みづ くりが必 要だ。
学校 ・家 庭 ・地 域 の連 携 は 、教 職員 ・保護 者 ・地 域 住 民が 対 等な 関係 で取 り組
むことが前 提だ。

学校 協議 会 は 、はぐくみ ネットなどの屋 上 屋 を架 す もので はないのか。
学校 協議 会 は保 護 者 や 地 域 住 民などの負 担 が 大 きいので 、役 割 を改 めるべ き
ゞ
開か れた学 校 運 営 のため には、地 域 住 民 の主 体 的 な参 画 と、学 校 の教 育資 源

の地 域 へ の還元 という、双 方 向め考 え方 に立 って施 策 を展 開す ることが重 要
だ。

開かれ た学 校運 営 に当た っては 、学校 と地 域 の連 携 の促 進 を主 眼 に置 くべ き
… … … ‥．だ 。　　学 校 関係者 評 価 で 、児童 生 徒 の評 価 を加 味 す るの は意 味 がない。

○学 校 選 択 制 の 制 度 化 、指 定 外 就 学 の基 準 拡 大 など 3 4
地 域 コミュニティが希 薄 にな る学 校 選 択 制 には反 対 だ。
個 別 の教育 事 情 には指 定 外 就 学 の制 度 で対 応 す べ きだ 。

外 国や 他 地 域 で失 敗 し、学 校 ・子 どもたちの競 争 主義 につ ながる学校 選 択 制 に
は反 対 だ。

学 校 ・子 どもたちの競 争 主 義 につな がる学 校 選 択 制 に は反 対だ 。
学 校 選 択制 は 統廃 合 につ ながるので反 対 だ。
学 校 選 択制 は、通 学 費 の負 担 や 、孤 立 す る生徒 が増加 す る懸 念 が あるム
これ まで の越 境 防止 の取 り組 み に反 す る学 校 選 択 制 に反 対 だ。

学 校 選 択 制 は、幼 稚 園 の 民 営化 、市 立高 校 の再 編 も含 めて 、広 く議 論 してから
行 うべ きだ。

7
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：‾コ自己－
至■■‾ゞ、 ：・′・≡－ ｔ二‾コ1三　　 ・・・イ一　 葉左蓄 ■讃 嵩 毒 葺　 こ・・．．．．・．．　 ノ・－さ＝盟　 、．一二＿　 －－・・′－・・■－■・・・、：－′＝・・・、＝・一幕 見

・≡件 数 ■
○ 区役 所 との 連 携 1

区長 に市 長 の権 限 を分 担 させ るべ きで はない。
○ 民 間 や 広域 行 政 との 適 正な役 割 分 担 を進 めます （全般 に関 わ るもの ） 3

学校 を統廃 合 しないで ほしい。
教 育を民 間 に委 ね るべ きで はない。
幼 稚 園の 民営 化 及 び 市 立 高校 の再編 に反 対 だ。

0 幼 稚 園の 民 営 化 24
幼 稚 園の 民営 化 に反 対 だ。
幼 稚 園 の 民営 化 に反 対 だ。それ より再編 しなが ら機 能 強化 を図 るべ きだ 。
幼 稚 園 の 民営 化 に反 対 だ。保 育 料 軽 減 ・無 償 化 、私 立幼 稚 園助 成 の増 額 、市

・　 立 幼 稚 園 の拡 充 、公 私 立 の幼 稚 園 ・保 育 所 の連 携 をす す めるべ きだ。… … ．… ‥　幼 稚 園 の 民営 化 に反 対 だ。幼 児 教 育 の充 実 に は、公 私 立 幼稚 園 の連携 強 化

が 大切 だ。
幼 稚 園 の 民営 化 はもっと丁寧 に説 明す べ きだ 。
幼 稚 園 の民 営化 は法 人 化 が望 ましい。将 来 、幼 児 教 育 の義 務化 が予想 され る
の に、5 9 園をバ ラバ ラにす ると、評 価 の高 い 市立 幼 稚 園 の教 育 を放棄 す ること

になる。
幼 稚 園を民 営化 して、保 育 料 の負担 が大 きくなった場 合 、差 額 を保 障 す べ き

ゾ
幼 稚 園 の民 営化 に反 対 だ。幼児 教 育 の 充実 の ため には、教 員 の 労働 条 件 や 教
育 環 境 を整備 す べ きだ。

○市 立 高 校 、市 立 特別 支 援 学 校 の 府立 学 校 との一 元 化 1
市 立 高校 ・特 別 支援 学 校 の 特色 ある教 育 を大 阪 府 にしっか り継 承 すべ きだ 。

ｒく■宇■有蓋：萱夏雲童蓋聖享雷裏芸萎警憲喜≡≡誓書宴妻誓≡重要喜票雄二、
○ いじめ ・問 題 行動 に毅 然 とした対 応 をとるため の制 度 をつくります 2 1

いじめ‾・問題 行 動 人 の対 応 は 、出席 停 止 や 学 校 外 での指 導 、懲 戒 によるの では
なく、教 員 と児 童 生徒 との信 頼 関係 を基盤 とす る 日常 的 な指 導 によって行 うべ き

だ
いじめ ・問題 行 動 等 を生 まないため に、子 どもの権 利 をまず教 えることが重 要
ゞ
いじめ ・問題 行 動 等 の対応 は 、出席 停 止や 学校 外 での指 導 も含 めた毅 然 とした
対応 を行 うべ きだ。
いじめ ・周 題 行 動 等へ の対 応 には 、関係機 関 との連 携 が重 要 だ。
いじめ ・問題 行 動 等へ の対 応 には、関係機 関 の体 制 充 実 が重 要 だ。
いじめ ・問題 行 動 等へ の対 応 には、養 護 教諭 の数 を増 や す 必 要 がある。
いじめは社 会 人 でもある問題 で 、さまざまなタイプ があるが 、教職 員 や 保護 者 が
生徒 に相 談 してもらえるよう、常 日頃か ら生徒 の行 動 をよく観 察す ることが必 要

だ。
いじめ はゼ ロ・トレランス方 式 で はなく、当事者 である子 どもが参加 して解 決 す る

のが望 ましい。
い じめへ の対 応 は、家庭 の責任 の明確 化 や 、スクール カウンセラー の常 駐 が必

ゾ
いじめへ の対応 を検 討 す る上 で 、野 宿 生活 者 へ の襲 撃 事 件も踏 まえるべ きだ。

いじめ ・問題 行 動 等 へ の対 応 では モンスター ペ アレント対策 が重 要 であり、学校
に警 察 官 や 弁護 士 の常 駐 や 防 犯 カメラの設 置 が 必 要 だ。
中学校 にお ける生 徒指 導 の改 善を図 るべ きだ。

○学 校 運 営 における課 題 の 解 決 を支 援 します （全 般 に 関わ るもの） 1
学校 運 営 における課 題 の解 決 には 、数 々 の教 育施 策 を止 め 、日常的 な繁 忙 の
解 消を図るべ きだ。

○ 専 門 家チー ムによる課 題 対 応 の 支 援 2
スクール ソー シャル ワーカー や ＮＰＯなどが 、学校 だ けで は解 決 が困難 な事 案 に
関 われ るようにす ることが大 切 だ。
第 三者 専 門家チ ー ムの設 置 には 、川 西市 の 「子 どもの人 権 オンブズパ ー ソン」

を参 考 にす べきだ。

ヽ
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誉萱．・．言重責芸喜妻盛盛5三善＝蛋∋宣言◆：喜猫看守蔓檻：挟萱揮ヾく妻■重量碧雲茎数生き霊荒墓董皇＝二：：＝＝識き≦竜三 ：＿：コ自己＿：
：・■－ヽ－．・・

頗毒措 置 藁重量蓋：く■≒■盛’■ニ＝二三　－ノ小・∴、－・＝華謹書 戸 ・ざ‘≡妻妻≡…雲服毒＝三7墓慧笹＝箋　 ＝＝≡雲 こ舘宣誓 重器＝妻誓 書肛 浣∵ 薫 昇

○ ＩＣＴを活 用 した校 務 の 支 援 14
ＩＣＴ化 あ りきで は な く、教 員 の負 担 軽 減 や 業 務 に 集 中 で きる仕 組 み づ くりを 検 討

す べ きだ 。

ＩＣＴ化 よりもＪ教 職 員 の 数 を 増 や だ 占“

ＩＣＴ化 により、研 修 や 通 知 表 作 成 な ど 、教 呂の 負 担 増 にな る。

ＩＣＴ化 は 十 分 な機 器 の整 備 ととも に、専 門 知 識 ・技 能 を有 す る担 当者 を各 校 に

常 駐 す べ きだ 。
ＩＣＴで は 、．情 報 の 流 出 、子 どもの健 康 被 害 な どの 問 題 も多 くある。課 題 を解 決 す

るに は 、人 を増 や す 方 が よい 。

ＩＣＴ化 は 、事 務 の 簡 素 化 や 情 報 管 理 の 強 化 も勘 案 して推 進 す べ きだ 。

○ 学 校 教 育 以 外 で も多 様 な 学 習 機 会 を 利 用 で き るよ う支 援 しま す 7
学 校 教 育 以 外 の 学 習 機 会 の 利 用 の 支 援 よりも、学 校 教 育 そ のもの の 充 実 を図 る

べ きだ 。

バ ウチ ャー 方 式 に つ い て は 、結 果 を検 言正す べ きだ 。

バ ウチ ャー 制 度 だ け 導 入 しても 、．学 校 外 で の 学 習 や 体 験 活 動 の 機 会 が 乏 しくな
る。子 どもに 多 様 な 体 験 を痍 ませ るた め ｉこ、学 校 教 育 との 連 携 の もと、博 物 館 等

の 学 校 外 教 育 施 設 を活 用 し、体 験 活 動 を拡 大 す べ きだ 。

土 曜 授 業 の 実 施 や 夏 休 み の 短 縮 、短 縮 授 業 の 廃 止 に加 え 、バ ウチ ャー で 塾 な

どに 行 け とい うの は 、子 どもの 家 族 との 時 間 な どを奪 うことに な ると思 う。
‾喜童妻豪 萱汝隼皇珊 重据 ；＿彊 藻 珪 藻 京 くこ‾蒜■■ｒ‾◆■≧葦喜妻警零酷　　　　　　 ・・・・抽・≡望　　　　 ’一‾＝　薄専決郡骨頂巌＝・：

第 1 連 携 協 力 の 推 進 4
学 校 を無 償 化 し、就 学 援 助 制 度 を拡 充 す るな ど、社 会 全 体 で 、家 庭 環 境 に 関

わ らず 子 どもが 学 習 で きるように環 境 を整 備 す べ きだ 。

将 来 的 な合 区 も視 野 に入 れ た 区 に お ける教 育 行 政 の あ り方 や 、こ ども青 少 年 局
との 横 断 的 な 事 業 展 開 な どに よる児 童 福 祉 と教 育 施 策 の 融 合 を 図 るべ きだ 。

第 2　 計 画 の 推 進 と進 捗 管 理 3
教 育 委 員 会 事 務 局 運 営 方 針 の策 定 に 、・・民 間 の 意 見 を取 り入 れ て い くべ きだ 。

教 育 振 興 基 本 計 画 は 教 育 条 件 や 環 境 整 備 の 目標 や 施 策 を 明 示 す べ きで あ り、
ｒ教 育 の 目標 や 内 容 を畠 述 す べ きで な い 。また 、教 育 委 員 会 か ら各 学 校 園 へ 教

育 の 目■標 な どを示 す 場 合 は 、提 言 に止 めるべ きだ 。

状 況 や 必 要 に応 じ、計 画 の 見 直 し・改 訂 を行 うべ きだ 。

：■燕＝■、曾苦汁・▲＝　　　　 小、ノ．・，、・・：＝′＝坊＝：．＝・
ナＪ－ｒ・≦批 ：し；王室≦圭醤蓋毒毒竃蓋ｒ・くこヾ漁・：・・ミ＝￥畔＝≡　 ．妻撃苛■－＝：．・＝＝：毒一・・、・・・王く・＝－＝く・・＝＝■パ写■・‾

王 曇笥墓薯…歳・萱　　 ｒ・妻萱・＝＝・三　　雄ヨ＝く＝・…誓：3・・・：－＝・コ1：：
一重章票喜墨丁
童二三彗｝証 ＝＝弄ン、・・ご・－　　　　　　　 ‾二蛋；扇≡呈誓ヨ：雷雲＝・－・1－：・・ｒ・

．積 弊 群 雄 基 梁 覇 据 岩 雄 群 雄 音 鐸 ■■　　 ニ阜．

■：、ｌン：
・‥・卓二丁・一・、・く一－・ンｒ、・）∴∵・　　　　　　　　　　　　　　 ニ；：瑚1

全 般 に関 わ るもの 7
学力 低 位 層 に対 す る取 組 が必 要 だ。．
教育 に競争 原 理 を持 ち込 まず 、子 どもが生 きていくため に真 に必 要 な学 力 を育
てるべ きだ 。
学 力 のみ 向 上 させ るので なく、心身 を育てることが大 切 だ。

※ 「平成 2了年 度までの 目標 」に関 わ るもの ．†2
教 育 の成 果 は数値 で測 定 できるものは一 部 に過 ぎないか ら、数値 目標 の設 定
は教 育 内容 を歪 めるものであり再 考 す べ きだ。

目標 は 、全 国平 均 との 比 較 ではなく、同じ学校 の経 年 比較 で 設 定 す べ きだ。
○言 語 力や 論 理 的 思 考 能 力 の 育 成 6

す べ ての学 校 図 書 館 に専任 の 支援 員を配 置 す べ きだ。
す べ ての学 校 図 書 館 に専任 の支援 員 に配 置 す べ きだ。学 校 図書 館 支 援 セン

ター を設 置 す べ きだ 。
○ 理科 教 育 の 充 実 1

理 科 教 育 の充 実 を図 るに は、専任 教 員 を配 置 す べ きだ。

○ 環境 を守 る意 識 の 醸 成 1
運動 場 の芝 生化 は 、維 持 管理 の課 題 があるので 、これ までの 実例 を踏 まえて方
針 を検 討す べ きだ 。

9
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喜裏ミ ：・．、
な蓄 ∴＝こ誘 妻 猷 妻

＝：‾±ざ享享　　　　　　　　＝■■・一：＝＝　　　　　　≡ナ、・ンー・・・岩≦、ご・‾＝、：

○放 課 後 を活 用 した 自主学 習 の 支 援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4

児 童 いきいき放 課 後事 業 ・学童 保 育 の充 実 を進 めるとともに、児 童館 、スポー ツ
施 設 、公 園な どを計 画 的 に整備 す べ きだ。
児 童 いきいき放 課 後事 業 や 放 課 後 学習 支 援 を進 めるには 、地 域 の人 材 や 団 体
の協 力 が必 要である。また、児 童 いきいき放 課 後事 業 の予 算 を有 意 義 に使 える

よう検 討 すべ きだ。　　　　　　　　　　 ．… ．．
放 課 後 ステップアップ事 業 は宿 題 をさせ てい るだ けであり、必 要性 があるのか疑

．… … … 日間だ 。　　　　　　 ’　　　　　　 … …　　放 課 後 ステップアップ事 業 を全 小 学 校 で実 施 しているの に、わざわざ 「全 小 学

校 に指 導 員 配 置」と記 述す るの は おか しい。

′．．粟毒重量董墓’…莞喜■く巌慧要 撃　 ・＝塞壷凄藩雷 詳・二貢 ．葦 岩・＝

※全 般 に 関わ るもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
・道 徳 心 ・社 会性 の育成 や 学習 意 欲 の 向上 に は、プロセスも評 価 す る教 育 を通 じ

て、自・己肯定 感 を高 めてい くことが重 要 だ。
○ 道 徳教 育 の推 進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4

≠語 教 育よりも、多様 な体験 活 動 を充 実 す べ きだ。
　 大 人 の道徳 的 態度 を改 善 す る具 体 策 が必 要 だ。　　 ■ ．．… ．

．… ．．… … 道 熟 も 戯 控控 と＝ 拷 虻虻 違なな 、．〔観 の 大切娃 を教 室長 だ さ＆ … ．… … … ．… 「．．

　道 徳 は 、教育 活 動す べ てを通 じて身 に付 けることであり、別 に時 間 を設 ける必 要
はない。

○キ ャリア教 育 の推 進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
キャリア教 育より、まず 大 阪 市 の経 済を活性 化 す ることが必 要 だ。

○ 人権 を尊 重す る教育 の 推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7
人 権 教 育 の具 体的 な方 針 や 取 組 を計 画 に盛 り込 むべ きだ。
現 在 の人 権 教 育 は、権 利 だ けでなく、義 蓼 を果 たす ことの重 要 性 も教 えるべき

・… ニ ・丁・‥だｑ… … … ・… … ・… … … … … … …∴ … … ・… ・… … … … ・・・・… … … … ・… … ∴ ・∵ ・二・　人 権 教 育 ・同和教 育 の推 進 を「カリキ ュラム改 革 」の大きな柱 にす べ きだ 。

1 人 権 教 育 では、計画 的 な推 進 と教 職 員研 修 の体 系的 実施 が重 要 だ 。… … … ‥‖ ．．‥‥

　人 権 教 育 は、これまでの取 組 を総 括 した上 で 、具体 的 な取組 が 求 め られ ている♪思 う〈
○国 際 社 会 に生きる子 どもの 教 育 の 推 進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

大 阪 の実 情 に応じ、英 語 だ けで なく、韓 国 ・朝鮮 語 、中国語 なども指 導 す べ き
だ〈

＼※全 般 に関 わるもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
健 康 ・体 力 向上 は学校 だ けでで きることで はなく、地域 でのスポ ー ツ施 設 の充 実
や公 園の整 備 、幼 児 期 の支 援 等 が 必要 だ 。

○子 どもの 体 力 向上へ の 支 援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
体力 向上 の支援 として、校 園 等 の整 備 充 実 、土 日、長期 休 業 中の校 庭 開放 を
行 うべ きだ。
中学 校 の部 活動 につ いて、時 間や 曜 日の制 限 、遠 征 時 にお ける費 用 や 子 ども
の 安 全 確 保 など、ル ール を早 急 に作 るべ きだ。

○ 食 育 の 推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
栄 養 教 諭 の増 員が 必要 だ。

≡・宣＝．：．．．．．詰肯甘　＝．那薄墨辞対韓損：蓋喜蛮塩基顆招だ舅艶．．く．．．．二く＝リ．：＝：：．酷寮 ・・＝≡嵩塁
幼 稚 園 のセンター 的役 割 は、市 立幼 稚 園 の 民 営化 に伴 って、どこが担 っていく
のか が記 述され てい ない。

■一・憲ノ．事　　　　　　　　　＝舛　　　　　皇卓　　　　　　　　　　　重量　　　　　　　　　　　　苓蓉　　　　　　　　　　　　　　　　；れ■
ｌ一ニ　　　 ー守手；二．＿ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝新　　 一－・－－・く・・・・＝　　　 ＝至．　　　　　　 ．詰－・○学校 園 における特 別支 援 教 育 の 充 実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 1

特別 支 援 教 育 は、発 達 障 がい ・学 習 障 がいも含 めて、支 援 を必 要 とす る子 ども
に原 学級 で教育 ができるよう、教 員 の増 員 や 専 門家 による支援 体 制 が必 要だ。

教 育 活 動 支援 員や 特 別 支 援 教 育 補 助 員 などの支 援 体制 を充 実 してほしい。
障 がいのある子 どもの課 題 や ニー ズを、校 種 間や 関係 機 関で 共 有 す るためのシ
ステムづ くりが必 要だ。
特別 支 援 教 育 にたず さわる教 員 を増や す べ きだ。

特 別 支 援 教 育は、診 断や 判 定 に 関 わらず 、必 要 とするす べ ての子 どもが 受 れ ら
れ るようにす べきだ。
特 別 支 援 教育 補助 員 や 教 育 活 動 支 援 員 は 日替 わ りで なく、継 続 して担 当して

ほしい。

モ
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：■・ヽ　　　　　・・▲1∧・｝ヒ 莞告書嚢‾雲整葦＿ 妄言云董：二 こ・ヒ書芸■‥≡≡繋　　 ＝＝嚢′■葦真吾詳こく＝3・＝一‾章票≡　誓書玉　 津息 ≡
要撃 苧彗 葺蔓 畢 罠 軍票一三阜㌍筆’：■；‾Ｔ　　　 ■‾空　　 Ｊ∴、■‘二‘く■、′手　　 －：くこニ

○ 特 別 支援 学 校 の 整 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 66
特 別 支 援 学 校 を建設 せ ず 、地元 校 で の共 生 教 育 を実施 す べ きだ。
特 別 支 援 学 校 の整備 に賛 成 だ。

府 市 再 編 を進 めて いる中で 」特 別 支 援 学 校 は建 設 す べ きでない。
統合 失 調 症 の子 どもたちへ の学校 支 援 につ いても計 画 に記 述 してほしい。
高校 での 受 け入 れ を進 めるべ きだ。

現行 計 画 で、特 別 支援 学 校 の整 備 につ いて 、パ ブリ．ックコメントの素 案 に 出てい
なか ったの はなぜか 。

■薯葦 嚢毒書・．喜蓋■＝答案 喜嘉雲墓室添書 豪華室讃＝’‘■：‘う小ゾ■声1里　 程、＿．緋 墓萱
舘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・－・・・‘・縫墓持重責鞘　　　　 鵜 毒害肇萱重責 墓重責重量 ：藍 軋

・※ 全般 に関 わ るもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
疲 弊 しきっている現場 で は、活気 ある学校 づ くりはで きない。

．0 学 校 運 営 の体 制 整 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
保 護 者 か らの質 問や相 談 に対 応 できるよう、学 級 担 任 や 事務 職 員 が常 時在 校

＿す るようにしてほしい。
各 校 の 状 況 に応 じて・、より柔 軟 に加 配 教員 を活 用 できるように考 えてほしい 。

○ 教職 員 の健 康 管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
、 過 度 な労働 時 間の解 消 や病 気 休職 者 の減 少 を図るべきだ。　 ▲　 … …　教 職 員 の健康 管理 に関す る事 務 が教 頭 の負 担 になっており、そ の負 担軽 減 が

一必 要 だ 。

○学 校 配 置 の適 正 化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
学 校 配 置 の適 正 化 に関す る目標 は現 実 的な 目標 に訂 正 す べ きだ。また、区ごと
．に再 編 プランを早 急 に作成 し、順 次 地 域 と協 議 し、学 校 配 置 の適 正 化 を進 め る

… … ．‥… づ きだ 。　　　 ・■ ・　 ’　　　 … …　　地 域 住 民の合 意 なしの学校 統 廃合 は行 わ ないようにす べ きだ。小 規模 校 の 特

・色 を活 かした教育 活 動 を支 える計 画 を策 定 す べ きだ。
○ 安 全 ・安 心 ・良 好な教 育 環境 の 確 保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9

普 通 教 室や 体 育 館 に空 調設 備 の設 置 をして ほしい。
・ ■教 室 補 修 や 備 品購 入 等 の教 育 予 算 を増 や す べきだ。 ■　　 ‾… …　空 調 機 は、使 い 方 のル ー ル を確 立す るなど、設 置後 の指 導 に留意 す べ きだ。　子 どもの 安 全 指導 員を全 校 に配 置す べ きだ 。

空 調 設 置や 給 食 配 膳 室 の必要 性 につ いて検 証 が必 要 だ。

’※ 全 般 に関 わ るもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
新 たな 取組 や 仕 組 み を進 めるに 当たり、教 員 が個 々の子 どものため に教 育 をす
るとい う視 点 で 取 り組 む ようにす ることが必 要 だ。
身だ しなみ がひ どい教 職 員 は処 分 す べ きだ。

○ 教 員 の 確 保　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3
教職 員の確 保 や 資 質 向 上が必 要 だ。
教職 員 の力 量 を上 げるた めには、採 用 前 に現 場 で学 ぶ機 会 を設 けるべ きだ。

○若 手 教 員 の指 導 力向 上へ の支 援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

中 間 管 理職 、ベ テラン教 員により若 手 教 員を指 導 育 成 してほしい。
夜 間 ・休 日の研 修 の充 実 など、若 手教 員 の育 成 に向 けた環 境 を整 えてほしい 。

蓋＿書藁 ・＝・．簗基　 ‥一巌 欝 蕾 盟 緋 喜睾 ・
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「社 会 総 がか りで」子 どもを育 てるべ きであり、教 育 コミュニティづ くりに必 要 な学

校 外 での学 習 機 会 の充 実 を図るべきだ。

ＰＴＡや 地 域 の人 が 学校 の諸 活 動 に参 加 す るの はボランティアで あるので 、強 制 … …
＿す るの はや めてほしい 。　　　　　　　　　　 … …

教 育 振 興 基本 計 画 に教 育コミュニティづ くりと生 涯 学 習ル ーム事 業 の意 義 、生
涯 学 習 推 進 員 の役 割 につ いて明 確 に指 針 を示 してほしい。

○登 下 校 時の 子 どもの安 全 確 保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
大 阪府 警 と連 携 して、登 下 校 時 の安 全確 保 をして ほしい。

各 学 校 園 に子 どもの安 全 指 導 員 を配 置 す べ きだ 。
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○ 家 庭教 育 や子 育ての情 報 提 供 や学 習 支 援 9
基 本 的な生 活 習慣 の確 立 と道徳 性 の育 成 は家 庭 教 育 で担 うべ きであり、家庭

の教 育力 な どを高 める施 策 が必 要 だ。
家 庭 の果 たす 役 割 がわか りにくい。もっとわか りや す い取 組 を示 してほしい。

○産 業 界 との連 携 1
産 業 界 と積 極 的な連携 す る必 要 はない。

・※全 般 に 関わ るもの 2
「生 涯 学 習 の推 進 」の 「目標 」「代 表 的な 取組 」は先 見 性 ・革 新 性 が見 られず 、か
つ 、これ まで の大 阪市 の社 会 教育 ・生 涯 学 習 の歴 史 や 成 果 を踏 まえてお らず 、
市 民 の教 育 力 ・市 民力 を向上 ・充実 す るものになづて いない。

生涯 学習 の推進 は、さまざまな地域 課 題 や 学習 課 題 の解 決 を図るために重 要
であり、区 に委 ね るので はな く、教 育 委 員会 が 責任 を持 って行 うべ きだ。

○ 生 涯 学 習 の機 会 や 情報 の 提 供 4
芸術 鑑 賞 の 予算 の 削減 や 、音楽 教 育 に 当たってい る市 音 楽 団 の廃 止 に反 対 で

城 北 市 民 学 習 センター は存 続 させ てほしい。
・識 字 ・日本 語 学 習 など成 人 基 礎 教育 の 充実 に努 め、そ の参加 者 の拡 大 を図る

ことを盛 り込 む ことが必 要 だ。
生涯 学 習 センター などの市 民 利 用施 設 を見直 す と会 議 室 が不 足 し、生涯 学 習
ル ー ム事 業 の 支援 がで きなくなるので、学 校施 設 の 活 用 が必 要 だ。

○ 知 識創 造 型 図 書 館 の機 能 充 実 1
生涯 教 育 のため に、図 書館 の充 実を図るべきだ。
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